	I.O.O
	Ａ.O.M
	G.O.M

	
	
	


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　１１月　17日　（金）
司会者　中野　円香　　　　記録者　上野　葉子
	小向
	西山
	上野
	阿部
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	玉木
	中野
	

	　　
	
	　　
	
	
	　
	
	
	　　
	　　
	　　　
	

	○
	深夜
	○
	欠勤
	CD留守
	○
	　深夜
	公休
	準夜
	公休
	○

	小杉
	浦田
	佐々木
	山地
	赤坂
	板橋
	及川
	荒木田
	鈴木
	川上
	神代
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　　
	　
	　
	　
	　

	公休
	欠勤
	公休
	病欠
	CD留守
	　公休
	準夜
	A留守
	○
	休憩
	深夜

	仲村
	上口
	諏訪
	森崎
	福士
	前田
	相間野
	小嶋
	
	
	
	

	　　　　　　　

公休
	学校
	○
	公休
	準夜
	学校
	年休
	公休
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 環境整備の為、スタッフオフィス内の物品を移動しています。スタッフ用の本はBの詰所（上の棚）に置きました。物品の場所が大幅に変わっていますので各自、確認しておいて下さい。

· すのこベッドは、ベッドを使用していない患者様で、歩行状態や器物破損などの危険のない患者様へ使用して下さい。

· 面会票記入の際、差し入れの有無やご家族からの要望、情報提供の内容など詳しく記載するようにお願いします。また、申し送り事項はしっかりと行ってください。

＜患者様連絡事項＞

・久保田トミエ様～11/18（土）東京在住の長男嫁様が面会に来られるそうです。冬物衣類が少ないので、持ってきて頂くようお話してあります。当日スタッフは対応を宜しくお願いします。連絡先として長男嫁様の携帯番号を控えていますが、カルテに記載してある連絡先とは異なっています。緊急時にこちらの番号にも連絡してもよいか確認をお願いします。

・石藤　　チセ様～SW下平から、ご家族に施設入所を勧めました。ご家族は考えて検討するとの事です。検討結果がＳＷに来るか、病棟に来るかが不明な為、受けたスタッフはＳＷへ情報提供して下さい。

・小山　　正好様～昨日、奥様が面会に来られ「歩き方がおかしい。栄養状態が気になるの

で検査をお願いしたい」と心配されていました。田名部Ｄｒへ情報提供し、家族面談の機会を設け、本人の病状や現在の治療方針、今後についてご家族に説明をして頂く事になりました。日時が決まり次第、連絡が来る事になっています。

・森　　　エツ様～利尿剤・カリウム補助剤が7日分臨時継続処方となっています。下肢浮腫は軽減傾向ですが、心不全の既往を持っている方ですので、排尿状態や水分摂取状況、胸部症状の有無を観察していきましょう。

・飛鳥　　公平様～日曜日より食事の残食目立ち、嘔気訴えあり、時々37℃台の発熱もみら

れています。本日、排便が5日間ないとのことで、田名部Ｄｒへ報告し、浣腸施行の指示、水様下剤処方となっています。浣腸施行後に硬便多量に排泄あり、その後も2～3回排便みられています。昼食は残食みられていますが、排泄後は腹痛・嘔気もないとのことです。今後も腹部、排便状態を観察し、水分摂取、腹部マッサージ、ウォーキング等の運動を促していきましょう。

・前野　　好三様～南山苑の受け入れが整ったとのことで、本日14時ご家族同伴にて退院となっています。

＜生活機能回復訓練報告＞

田端　　玲子様～表情の硬さみられています。レクリエーション参加時も終始、表情硬くさ

れています。スタッフへの確認行為は少ないです。他者との交流も少なく、

足早に行動されている様子です。状態不安定となると、自分本位の行動み

られる為、今後もプログラムの状況を観察していきます。

長根　　斑男様～話しの理解の困難さ、呂律不良続いています。声掛けにも理解できず、行

動に移せないことあり、説明を何度も要することあります。奇異な行動は

目立っていません。ぼんやりしていることや、居眠りされていることあり、

その都度声掛けしていき、今行なっているものを認識して戴くよう介入し

ていきましょう。

佐々木　利男様～日によって気分にムラがあり、易怒的となることもみられています。調子

が良い時は、ホールでテレビを見ていることあり、声掛けにも笑顔みられ

ることあります。状態をみながら声掛けをしていき、ホールにいる時間を

多くしていきたいと思います。

峰田　　満男様～活動性低く、臥床傾向ですが、先月のレクリエーションでは声掛けでホー

ルへ移動し、玉入れに参加されています。3回実施し、3回とも参加され、

身体を動かしています。活動性向上させ、臥床している時間を少なくし、

機能低下を防止していきましょう。

瀬川　　はな様～声掛けにもプログラム参加せず、自室で臥床していることあります。家に

帰るとの発言もあり、不安定な様子です。時折、独語きかれています。多

きなジェスチャーはみられておらず、状態見ながら声掛けし、現実的な活

動へ促していきましょう。

水梨　　正一様～日中は、声かけに拒否無くプログラムに参加されています。易怒的となる

ことなく、介入にも笑顔多いです。居眠りもみられず、今後も機能維持し

ていけるよう参加促しましょう。

櫛桁　　武男様～転入して約１ヶ月になりますが、自分のペースにて参加しており、徐々に

落ち着きみられます。失語の為、何を伝えたいのか理解できず、同じ言葉を何度も繰り返している状態みられます。こちらで代弁して聞き返すと「はい、そうです」と納得されていますので、本人の納得できるような対応をしていきましょう。

＜SST評価・検討＞

●Aユニット

ロールプレイでは「会話で相手に質問する」がテーマだったので、挨拶から「寒くなってきましたね」「季節では何が好きですか」など気候に関連性のあるわかりやすい例を取り上げ、実施していただいています。話の流れに関連性があるため、ロールプレイもやりやすく、良かった点なども積極的に発言みられていました。

●Bユニット

ウォーミングアップで「好きな色」とその理由を簡単に言って戴き、その内容をロールプレイの「自己紹介」につなげていく流れで実施しています。ひとり必ず一言は発言して戴けるようにアプローチを行っています。テーマから逸れた発言もきかれていますが、全体的に自発的発言多く、全員が発言することができていました。

●CDユニット

「自分を知ってもらうにはどうするか」という問いかけに対して、患者様の方から「自己紹介」という意見が出ていました。自己紹介の時は何を話すかという話題では質問形式で患者様に意見を求め、発言の機会を増やすようにしました。ロールプレイを行うことに抵抗を抱いている患者様でも、スタッフが一緒に行うよう仲介することで実施できていました。

＜クリスマス会の出し物について＞

患者様が行う出し物について、踊り慣れている「365歩のマーチ」の踊りと、クリスマスにちなんで「きよしこの夜」の合唱を検討しています。練習は日々のプログラム内で行っていきます。衣装（三角帽・蝶ネクタイなど）が必要ならば、スタッフ側で作成するか、プログラム内で患者様に季節を感じながら作成して戴くという方法も考えています。

